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子どもと接した 21 (11) 
経験の有無
1(1) 3(2) 0(0) 













接すること 5 (3) 17(9) 2(2) 1(0) 
ができる
表4 子どもと関わった過去の経験内容
参加学生 参加回数 兄弟・姉妹 過去の子どもとの関わり、
1 1年女子 弟 4歳年下の弟、あまりない
2 l年女子 l 弟 3歳年下の弟、親戚の子
3 1年女子 I 兄 中学生時代から近所の小学生とよく遊んだ
4 l年女子 l 兄 近所ゃいとこに小さい子が多く、よく一緒に遊んだ
5 l年女子 兄、妹 5歳年下の妹、高校時代に幼児と遊んだ
6 1年女子 l 兄、弟 小学時代近所の子どもと遊んだ
7 l年女子 l 兄、妹 小学時代近所の子どもと遊んだ
8 l年女子 l あまりない
9 l年女子 l あまりない
10 l年女子 l 妹 6歳年下の妹、親戚の子ども
11 l年女子 妹 妹とよく遊ぶ、親戚の子の面倒をみる
12 2年女子 2 4人兄弟
13 3年女子 2 姉、妹 7歳年下の妹、妹の友達と遊んだ
14 2年女子l 2 兄、弟 あまりない
15 2年女子 2 弟 1 2歳年下の弟や子供会などで小さい子の面倒をみる
16 3年女子 3 弟 7歳年下の弟の面倒をみている
17 3年女子 3 妹 1 0歳年下のいとこと遊んだ





経験あり 21 l 
















経験あり 15 O 
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参加 参加 活動内容 子どもとの関係 子ども理解学生 回数
1 l年 l 受け持ち(中3女子)と
自分のイメージと全く違って戸惑ったが、 自分の病気をよく知っていた、かわいそうな目
女子 遊ぶ 次第に慣れた。 で見ないでほしいと言われた。
2 l年 l 受け持ち(中2女子)を
自分大人しい性格なので、自分から声 病気についてははなさないが、不安に思って
女子 遠くから見守る感じ を掛けないといけなかったので辛かった。 し、fこ。














5 l年 l 受け持ち(初参加の小5 楽しんでいる子どもの笑顔を見て、楽し しっかりしている子がいて驚いた。やはり、子






7 1年 l 
受け持ち(中3女子(初 楽しかったが、悪いことをしている子を 子どもの気持ちの理解は難しい。憎らしいと
女子 回))、運営とイベント係 強く叱れなかった。 ころもあり、かわいいだけではない
8 H手 l 受け持ち(中3女子)、 楽しかった。子どもなりにの考え方に接 病児も普通の子と変わらない。病気のレッテ







10 l ンパーの強力でうまくいった。現在も文 しっかりしていると思った。
女子 道具係り 通している。
l年 子どものわがままへの社応に悩む。王よ二 子どもはかわし、いという気持ちに変化はない。
11 I もに振り目されていた。最後にはお互い 子ともに対する構えが変わった。少し考えて
女子 に分かり合えた。 関われるようになった。
大変だった、受け持ち以外の子とは仲 イメージは大きく変化した。子どもの個別性を2年 受け持ち(中2)の生活 知る。子と。もの奥深さを知った。気の合わな
12 2 良くできた。子どもは正直なので、 -1支 い子どもとの関わりなど看護婦には良い学び
女子 の世話、ヘルパー係 嫌われると大変である。 であった。
























17 3 催し物の司会進行 しまうことがある。緊張する。
った。憐れみ持たないで接することが大事と
女子 思う。
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Summary 
A questionnaire about child development was first asked to twenty-five students belonging to the Faculty of 
Medicine， Tottori University. After answering the questionnaire， the student went to do volunteer work at 
"Daisen-family" where children having diabetes are living. The students felt their daily life improved after the 
volunteer work. A questionnaire was asked again to the eighteen students. Then the first and second ques-
tionnaire were compared to find out images and impressions of the children. Results were statistically ana-
lyzed and offer important information in considering the effectiveness of experiences as child-helpers. The 
results are summarized as follows: 
1. Do you have any experience helping or playing with children? Yes: 22 students helping or playing with 
children with a serious disease? Yes: 13 students 
2. Do you have a confidence in being good at playing with children? Yes: 22 children 
Twenty-one students who said yes to the above question also have some experience in playing with children. 
3. The average positve score for understanding child development w証s29;17 points. 
The averagenegative score for understanding child development was 11.00 points 
4. The students who had some experience playing with children got a high positive score and a low negative score. 
5. The students who attended the volunteer work at "Daisen-Family" and even failed at being good at helping 
children， atleast succeeded in some understanding of child development. 
